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中間帯領域陥凹性早期胃癌の発育進展を検討するため,教 室の陥凹性表層拡大型早期胃癌63例を対

象として主に腺領域別に検討し以下の結果を得た,1)陥 凹性表層拡大型早期胃癌の占居腺領域は63例

中42例 (67%)が 中間帯領域であった.2)中 間帯領域に占居する陥凹性表層拡大型早期胃癌は 1例 を

除いて F‐lineと変叉するものは認めなかった。3)未 分化型腺癌の中間帯領域表層拡大型早期胃癌の

中間帯の巾は癌巣の拡が りに相関して広いものが多かった。

以上の結果より,中 間帯領域の未分化型腺癌症例陥凹性表層拡大型早期胃癌は,比 較的広い拡が り

を持つ中間常に多中心性に発癌 したものが融合したものと推測された。

索引用語 :早期胃痛,表 層拡大型早期胃癌, 胃癌の発育形式

I. は じ3めに 表 1 表 層拡大型早期胃癌の型別分類
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ある対象であり,発 生母地解析にかなり多 くの示唆を

与えている分.

今回は教室の表層拡大型早期胃癌を対象として,主

にそれらの占居腺領域によって分け,進 展様式を推論

しようとこころみた.

H.対 象,方 法

全切際胃霜総数  1376例

年期口滴   487例 (35%)

奏層拡大型日お   76例

に準じ,単 に癌巣面積が5X5cm2以 上の早期胃癌と

した。 したがって陥凹性早期胃癌のみならず,癌 巣面

教室の過去12年間の切除早期胃癌総数は487例であ  積 が5× 5 cm2以上の隆起を主体とする早期胃癌もこ

り,今 回の検討対象として表層拡大型早期胃癌は76例  の 範疇に合めて検討の材料とした。

であった (表1)。ここで表層拡大型早期胃癌は安井め   以 上のようにして得られた教室の表層拡大型早期胃
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型などと陥凹を主体 とする陥凹性表層拡大型早期胃癌

と分けられた。隆起性表層拡大型早期目癌13例(17%),

陥凹性表層拡大型早期胃癌63例 (83%)と 陥凹性が多

数を占めた.こ こで IIb型表層拡大型早期胃癌は,一応

今回の検討では陥凹性表層拡大型に含めた。

また,組 織型は胃癌取扱い規約うによる,乳 頭腺癌,

高分化型管状腺癌,中 分化型管状腺癌を分化型腺癌,

低分化型腺癌,印 環組胞癌を未分化型腺癌 と2つ に分

けた。なお,そ のほかの特殊な組織型は今回の検索対

象には存在しなかった.

さらに,癌 巣の占居部位よりみた発育進展を検討す

るため,切 除胃粘膜を中村的らに準じF‐line,f‐lineを

用いて 3領 域に分けた。なお,F‐lineは主細胞 と壁細胞

が連続性に出現する幽門側端 とし,ユlineは壁細胞が

散在性に,あ るいは巣状に出現する幽門側端 とした。

これらの lineにより,F‐lineの日側を胃底腺領域,f‐

lineの幽門側を幽門腺領域,両 者に囲まれた部分を中

間帯領域 とした。

III.結   果

1,一 般臨床病理学的事項

表 2に 示すように,平 均年齢は隆起性表層拡大型早

期胃癌は60.3歳,陥 凹性は51.2歳と隆起性表層拡大型

早期胃癌が高齢であ り,癌 巣平均面積は隆起性表層拡

大型早期 胃癌32.5cm2,陥 凹性表層拡大型早期 胃痛

44.3cm2と陥凹性表層拡大型早期目癌がより広い癌巣

を有していた。なお,癌 巣面積は癌の拡が りの長径 と

それに直交する短径の積で示した。深達度は隆起性表

層拡大型早期胃癌は13例中11例(85%)が sm浸 潤をき

たし,陥 凹性表層拡大型早期胃癌は63例中42例(67%)

が sm浸 潤癌であった.リ ンパ管侵襲,リンパ節転移 と

もに他の早期胃癌に比べ高率であったが,陥 凹性,隆

起性の両者の比較では リンパ管侵襲は隆起性にやや多

く, リンパ節転移率は両者に差は認められなかった。

組織型に関しては隆起性は全例分化型腺癌,陥 凹性は

印環細胞癌を中心 とす る未分化型腺癌が63例中37例

(59%)と 過半を占めていた。

2.占 居部位

表層拡大型早期胃癌の癌巣の大部分が存在する占居

部位を胃癌取扱い規約つの A.M.C分 類にのっとり,そ

の頻度をみると,A領 域20例,M領 域53例,C領 域 3

例 とM領 域が圧倒的に多い。これを表 3の ごとく,隆

起性表層拡大型早期胃癌,未 分化型腺癌の陥凹性表層

拡大型早期胃癌,分 化型腺癌よりなる陥凹性表層拡大

型早期胃癌の 3つ に分け,先 の腺領域区分によりその
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表 2 型 別にみた表層拡大型早期胃癌の比較

表 3 型 別,組 織別にみた表層拡大型早期目癌の占居

腺領域

隆起桂SSC

13例

占居分布をみた.な お,占 居領域が複雑におよぶもの

は癌巣の最も大きな部分を占める腺領域を占居部 とし

た。表 3に 示すように,隆 起性表層拡大型早期胃癌は

幽門腺領域に13例中 9例 と多いが,陥 凹性表層拡大型

早期胃癌は未分化型腺癌,分 化型腺癌 とも中間帯領域

に占居するものが多かった。また全例を通じ胃底腺領

域にあるものはごく少なかった。

3.中 間帯領域陥凹性表層拡大型早期目痛の進展

陥凹性表層拡大型早期胃癌の発育進展を検討するた

め,と くに F‐line,f‐lineに囲まれた中間帯領域にその

大部分が占居する陥凹性表層拡大型早期胃癌について

検討した。表 4に 示すごとく,中 間帯領域陥凹性表層

拡大型早期胃癌は F‐line,f‐lineの両者に変わらず,癌

巣全体が中間帯領域に含まれるもの (1),癌 巣の幽門

側の一部が幽門腺領域に入る,つ まりf‐lineと一部変

叉するもの(2),癌 巣の一部が胃底腺領域に入るもの,

つまりF―lineと変叉するもの (3),の 3つ に分類でき

る。今回は F‐line,f‐lineの比較的不明瞭な例は除き,

中間帯領域の末分化型腺癌例22例,分 化型腺癌例14例
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表 5 中 間帯領域陥凹性表層拡大型早期胃癌と中間帯
の巾

業:flineのpⅢn9よ りの小弯上の距ほ

を対象とした,な お,癌 巣が幽門腺領域,中 間帯領域,

胃底腺領域の 3領域にまたがって存在するものは認め

なかった。まず表 4上 段の癌巣全体が中間帯領域に含

まれる例は36例中19例 (53%)と 最も多 く,次 いで表

4中 段の癌巣が f,lineと一部変叉する例が16例(44%)

であ り,F‐lineと変叉する例は 1例 (3%)に すぎな

かった。またそれらを組織型別にみると,分 化型腺癌

例14例中 9例 (64%)が (1)の痛巣全体が中間帯領域

に合まれる例に属 し,他 腺領域に入 り込むものは 5例

(36%)と少なかった。また未分化型腺癌例では,f‐line

をまたぐものが22例中12例(55%),癌 巣全体が中間帯

領域に入る例が10ffll(45%)であり,F‐lineと交叉し胃

底腺領域へ入 り込むものは認めなかった。

4.中 間常領域陥凹性表層拡大型早期胃癌の中間帯

の巾について

中間帯領域に占居する陥凹性表層拡大型早期胃癌は

大部分 F,lineが胃内で変叉 しない,ヽ わヽゆる木村0ら

のい うOpen typeの症allであ り, さらに年lineは噴門

側へ上昇しない,つ まりF‐lineとf,lineの解離が目立

つ症例が多い。そこで中間帯の巾を P‐ringょりf‐line

までの小弯上の距離をもって表現すると,そ の距離が

短いほど中間帯の巾が広がる傾向が示される。表 5に

示す様に未分化型腺癌症例は,22例 中16例 (73%)と

大部分が P‐ringよりf‐lineまでの距離が 7 cm以 下

と短 く,つ まり中間帯の巾の広い傾向がみられたが,
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表4 中 間帯領域陥凹性表層拡大型早期胃癌の進展

りみた胃痛の発育進展

図 1
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全摘出胃固定標本

分化型腺癌4/11では特徴を認めなかった。

I V . 症 例

1.53歳 ,女 性

図 1に全摘出胃肉眼固定標本を示す。胃体部小弯を

中心 とする広い IIcを認め,一部に漬瘍,散在するビラ

ンを認める。図 2の 構築図に示すように,癌 巣は 9×

8.5cm大 の深達度 m浸 潤にとどまる陥凹性表層拡大

型早期胃癌で,組 織型は印環細胞癌であった。また癌

巣内に patchを多数認め,日 側浸潤は食道胃接合部ま

でであ り,中 間帯領域に占居していた。F‐lineはOpen

type,f‐lineはp―ringよ り小弯上 で6.4cmの 距離 で

あった。

2.51歳 ,女 性

本例は中間帯領域に発生 した多発徴小胃癌pllでぁ

る。図 3に 示す切除胃固定標本は胃角の kissing漬瘍

を認め うるのみで,他 の病変を指摘 しえない.こ れを

図 4の シェーマのように構築してみると,最 大 5 mm

々

化 型 腺 病
(25例) 図2 中 間帯領域に広がるHc病 変を示す
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図 3 切 除胃固定標本

慮す煮憲まt意掘総】癒議漁熱苫すi薙途蕪敵撤窺ど誼途|

Max  5 0)く3 0nm
Min.  0 6)く0 3nm

から最小0.6mmの 印環細胞癌よりなる多発微小癌巣

が,中 間帯領域に分布 していた.本 症例は特異な症例

ではあるが,陥 凹性表層拡大型早期胃癌の発生の一過

程を推論する上に多 くの示唆を与えるものであろう。

V.考   察

胃癌の組織発生に関して中村 ら511ま
, 5 mm以 下の

微小胃癌症例の組織型 と背景胃粘膜を検索することに

より,分 化型癌は胃の腸上皮化生粘膜を,未 分化型癌

は胃の固有粘膜を母地をして発生するとの仮説をた

て,以 来胃癌の組織発生に関して多 くの示唆を与えて

いる。
一方,表 層拡大型早期胃癌は深部浸潤量に比較し粘

膜面での癌巣の拡が りが著明なものと意味づけられよ

ぅのが,そ の特殊な性格より胃癌の発生病理,発 育進展
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などの問題のよい検討対象となっている.つ まり,癌

巣の発育進展は経時的に横への拡が りと同時に垂直方

向 (深部浸潤)へ も進展 してゆ くものとされているゆ

が,表 層拡大型発育を示す胃癌群はこの範時を脱 した

何か特殊な進展をするものなのかなどの疑間が生ずる

ゆえんである。

さて,著者 らはか,表層拡大型早期胃痛を隆起を主体

とする隆起性表層拡大型早期胃癌 と陥凹を主体 とする

陥凹性表層拡大型早期胃癌の 2群 に大別 し,癌 巣の病

理学的検討により隆起性表層拡大型早期胃癌は patch

を認めず,癌 巣内の sm浸 潤形式 もsm浸 潤部位が癌

巣の比較的中央にある拡が りをもち圧壊性に浸潤 して

いることなどより単一癌巣が比較的同心円状に拡大進

展したものと推論 し,未 分化型腺癌よりなる陥凹性表

層拡大型早期胃癌は,大 部分に癌巣内 patchを有し,

sm浸 潤形成はその sm浸 潤部位が癌巣の中心ではな

く,癌 巣内漬瘍あるいは潰瘍赦痕の辺縁,底 などにご

く小範囲にとどまっているものが多 く,ま た sm浸 潤

をきたした症例群の癌巣平均面積を m漫 潤のものの

癌巣平均面積が殆んど等しいことより,広 い発癌母地

における多発癌巣よりの進展が示唆された.村 田らり

は早期胃癌の進展に関して,陥 凹型,低 分化型癌では

広い範囲に多中心性に発癌 し,隆 起型,分 化型癌では

比較的小範囲に発癌し,同 心円状に拡大進展する傾向

があると述べている。

さて,今 回は, とくに中間帯領域にその癌巣の大部

分が占居する,い わゆる中間帯領域陥凹性表層拡大型

早期 胃癌を中村 らのい うF‐line,f‐lineなどの腺境界

線の位置関係より検討 してみた。発癌を微小癌巣にも

とめるとすると,徴 小癌巣周囲の背景胃粘膜はきわめ

て発癌時に近いと推論できよう。さらに経時的な癌の

発育進展 とともに,そ の背景胃粘膜にも変化が生ずる

ことは容易に理解できよう。つまり胃粘膜の萎縮は加

齢により進行し,萎 縮境界線はより噴門側へ上昇し,

腸上皮化生もそれにともない噴門側へ広がり,そ れら

は比較 的前後壁 に対称 性 に進行す る とされ てい

る1の11).F,lineの上昇現象を,これから萎縮の過程の一

面 としてとらえうるならば,癌巣の拡が りとともに F‐

lineも噴門側へ上昇するといえよう。ところで,発痛時

F‐lineの口側つまり胃底腺領域にある胃癌はその発育

進展にしたがい,少 なからず癌巣周囲胃粘膜の萎縮が

進行し,そ の発見時には中間帯領域に癌巣が含まれた

とするなら,癌 巣 とF‐lineの関係は以下のごとくなろ

う。まず F‐lineが癌巣 と交叉する場合,お よび F‐line

け

図4 中 間帯領域の多発微小胃癌を示す



30(866) 表層拡大型早期胃癌よりみた胃癌の発育進展 日消外会誌 17巻  5号

のが多かった。

以上の結果 より,中 間帯領域の陥凹性表層拡大型早

期 胃癌, と くに未分化型腺癌症例は比較的広い拡が り

を持つ中間帯領域に多中心性に発癌 した ものが融合 し

た ものと推量 された。

この論文の要旨は第19回日本消化器外科学会総会におい

て発表した。
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が癌巣の日側に移動したものの 2つ の場合が考えられ

る。 し かし,今 回の表層拡大型早期胃癌の検討にて癌

巣 とF‐lineが大きく変叉する症例はごく少なく,ほ と

んどの症pllが癌巣の口側に F‐lineが存在した.こ こで

上記の F‐lineの上昇現象 と癌巣の発育進展を独立事

象とすると,当 然もっとF‐lineと癌巣が変叉する例が

あってもよいことになる。つまり発癌時周囲冒粘膜が

胃底腺であったものが,経 時的変化により中間帯領域

癌に含まれたと考えるより,癌 巣は,そ の発癌時に,

いはゆる中間帯領域粘膜の癌好発母地たる部分に発癌

したと考えるのが妥当と思われた。 こ のことは中間帯

領域の表層拡大型早期胃癌の中間帯の巾の検討におい

ても示唆されよう。

中間帯領域の陥凹性表層拡大型早期胃癌, とくに未

分化型腺癌症例は,比 較的広い拡が りを持つ中間帯領

域に多中心性に発癌したものが融合したものと理解で

きようか。村上121らも早期胃癌 と慢性胃炎の関連性を

論じ,い わゆる中間常領域粘膜の重要性を述べている

が,今 後より精細な検討がされるべき問題であろうと

思われる。

V I . 結 語

陥凹性早期胃癌の発育進展を検討するため教室の陥

凹性表層拡大型早期胃癌63例を対象として主に癌占居

腺領域別に幽門腺領域癌,中 間帯領域癌, 胃底腺領域

癌 と分け検索した。

1.陥 凹性表層拡大型早期胃癌の占居腺領域は63例

中42例 (67%)が 中間帯領域であり,19例 (30%)が

幽門腺領域にあったが胃底腺領域のものは 2例 (3%)

とごく少なかった。

2.中 間帯領域陥凹性表層拡大型早期胃癌 と口側の

腺境界であるF‐lineとの関係をみると大部分の症例

が癌巣とF‐lineの交叉を認めなかった。

3.未 分化型腺癌の中間帯領域陥凹性表層拡大型早

期胃癌の中間常の巾は癌巣の拡が りに相関して広いも
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